
報
桑

報

　
　
○
吏
學
研
究
會

　
例
會
　
六
月
費
二
日
（
土
）
午
後
一
時
牟
よ
り
京
都
帝
大
文
學
部

、
第
十
八
教
室
に
於
て
開
催
左
の
講
演
が
あ
っ
た
。
午
後
五
時
閉
會
。

　
唱
、
ゴ
シ
ッ
ク
に
お
け
る
自
然
主
義
　
　
　
鈴
木
　
成
高
氏

　
一
、
歴
史
的
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
坂
　
正
顯
氏

　
　
○
西
洋
史
乱
書
會

　
例
・
曾
　
　
昭
和
十
年
前
湯
量
二
回
例
＾
曾
“
蟹
六
臼
月
六
日
午
後
六
時
小
＋
よ

り
無
量
會
館
に
於
て
開
催
、
左
二
君
の
讃
書
紹
介
あ
り
、
十
時
頃

㌦
散
會
。
出
席
者
時
野
谷
、
原
爾
教
授
、
鈴
木
、
村
田
、
井
上
三
講

師
を
初
め
二
十
七
名
。

　
　
一
、
潜
く
．
閃
p
艮
Φ
…
U
①
9
ω
窪
6
0
①
ω
〇
三
〇
洋
。
巨
N
o
帥
巨
骨
費

　
　
　
α
2
閃
Φ
♂
毒
註
o
p
　
　
　
　
二
起
爆
　
高
山
　
保
則
君

　
二
、
甲
ω
ぴ
①
…
ω
。
奮
8
曾
b
茎
・
）
。
・
ε
ぼ
。
畠
上
巻
3
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
中
田
治
一
氏

第
二
十
巷
．
第
四
號
　
　
入
七
四

　
○
熱
河
省
赤
峯
紅
山
後
胤
掘

　
本
年
五
月
末
よ
り
一
ク
月
間
，
濱
田
教
授
、
島
村
孝
三
郎
氏
、

京
大
讐
學
部
三
宅
講
師
、
島
田
族
順
博
物
館
主
事
、
水
野
東
方
文

化
學
院
京
都
研
究
所
々
員
、
三
上
次
男
氏
、
赤
堀
英
三
氏
等
の
手

に
よ
つ
て
赤
峯
の
紅
山
の
慧
跡
の
獲
掘
が
行
は
れ
た
。

　
登
掘
調
査
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
西
方
文
化
の
波
及
を
語
る
彩
色

土
器
關
係
慰
跡
、
中
に
紳
展
葬
の
癒
骨
を
牧
む
る
花
醐
時
又
は
玄

武
岩
を
以
て
な
さ
れ
た
ス
ト
ー
ン
・
シ
ス
ト
及
び
長
調
係
の
住
居

趾
等
で
あ
る
。
出
土
し
た
彩
色
土
器
は
、
支
那
に
於
け
る
彩
色
土
器

類
、
特
に
河
南
、
山
西
の
も
の
に
類
似
を
示
し
、
し
か
も
こ
の
地

猫
特
の
辻
畑
鋸
形
の
も
の
を
有
す
る
如
く
で
あ
る
。
石
榔
墓
よ
り

は
瓦
扇
や
銅
製
品
が
出
土
し
、
人
骨
は
古
代
に
於
け
る
塞
外
民
族

の
入
種
決
定
に
資
す
る
塵
大
な
る
も
の
が
あ
る
、
今
次
嚢
掘
せ
ら

れ
た
遣
品
を
列
証
す
れ
ば
、

　
彩
色
土
器
其
昔
慰
跡
一
彩
色
土
器
、
褐
色
土
器
，
貝
輪
，
有

　
　
孔
石
斧
、
磨
石
親
，
右
縛
、
細
石
器
、
歯
骨
等

　
ス
ト
ー
ン
・
シ
ス
ト
ー
1
素
焼
土
器
（
人
骨
頭
部
よ
婬
）
、
小
玉
、

　
　
有
孔
石
斧
、
骨
導
、
圓
形
銅
飾
板
、
銅
釧
、
銅
鎌
、
貝
賃
、
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形
貝
製
品
等

住
居
趾
ー
ス
ト
ー
ン
・
シ
ス
ト
出
土
の
も
の
と
同
種
の
土
器

表
面
論
集
i
彩
色
至
器
、
褐
色
セ
器
、
瓦
隔
脚
、
漢
式
土
器
、

　
　
石
器
、
銅
斧
蟷
型
等

　
○
地
理
學
談
話
會

射
影
（
第
二
回
）
　
六
月
八
口
同
於
地
理
學
實
習
室
㎝

　
一
、
水
・
産
地
域
に
關
す
る
二
三
の
問
題
　
　
山
崎

　
一
、
章
動
誠
と
そ
の
方
志
學
　
　
　
　
　
室
賀

　
一
、
岐
阜
市
近
郊
の
農
業
地
帯

例
含
図
（
第
一
二
回
）
　
六
月
二
十
二
日
於
地
理
學
審
菊
良
室

　
一
　
砂
丘
輪
廻
の
一
過
程

　
｝
、
　
メ
ッ
キ
ン
グ
R
7
本
都
山
巾
凧
県
湘
慨

　
一
、
信
濃
に
於
け
る
首
邑
の
憂
遷

例
會
（
臨
時
）

　
一
，
墓
溝
の
話

（
中
村
）

　
修
氏

信
夫
氏

朝
永
陽
二
郎
氏

庄
司
久
孝
氏

小
葉
田
　
亮
氏

米
倉
　
二
郎
氏

川
上
　
健
三
氏

　
　
　
（
安
藤
）

○
隼
町
學
會
大
言

本
年
度
春
季
大
會
は
六
月
一
日
午
後
一
時
、
樂
友
学
館
に
於
て

　
　
　
奨
　
　
　
報

開
催
、
來
會
者
約
二
百
名
、
大
學
院
學
生
山
根
徳
太
郎
氏
司
會
の

下
に
左
の
講
演
及
研
究
畿
表
が
あ
っ
た
。

近
世
儒
者
の
古
代
湖

中
に
就
て

舞
金
宗
に
就
て

近
世
に
於
け
る
人
身
費
買

東
大
寺
油
倉

源
頼
　
朝

本
能
寺
憂
前
後

牧清田有田岩
　水中働井城

隆
利
氏

啓
吾
氏

研
三
氏

三
男
氏

三
男
氏

健
二
氏

西
田
直
こ
郎
氏

爾
會
場
に
は
右
講
演
に
關
す
る
史
料
と
し
て
福
知
山
御
回
紳
厭
所

藏
の
明
智
光
秀
書
駄
並
控
書
、
並
に
入
口
資
買
に
擁
す
る
文
書
等

の
展
観
が
あ
っ
た
。
吹
で
六
晒
よ
り
晩
餐
會
を
開
き
出
席
者
約
三

十
三
一
談
を
共
に
し
た
。

　
　
○
讃
　
史
　
會

六
月
十
∴
一
日
午
後
六
時
、
於
樂
友
愈
鼠
阻
O

　
岐
阜
地
方
見
學
族
行
談
　
　
　
　
二
園
生
　
．
土
井
　
　
彬
氏

　
大
和
聡
由
寺
の
古
美
衛
に
就
て
　
二
回
生
　
村
山
　
修
一
氏

　
・
中
世
の
御
燈
に
就
て
　
　
　
　
　
三
回
生
　
粟
津
　
恵
槻
賃
、

　
　
　
　
　
　
策
二
十
巻
　
第
四
號
　
　
入
七
五
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藥
　
　
　
画

聖
安
心
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
三
回
生

薩
摩
藩
封
建
肚
會
の
特
質
　
大
學
院
墨
生

楠
木
正
成
の
一
害
歌
に
就
て

中宮稻
村内葉

　
　
○
民
俗
學
會

本
年
度
第
一
回
例
會
、

て
開
催
、
入
洛
中
の
赤
松
智
城
博
士
を
迎
へ
て

就
て
」
の
談
話
を
認
く
。

牌
昂
二
同
「
例
會
　
六
日
μ
十
一
日
　
　
午
仙
後
七
時

　
舞
に
就
て

　
　
・
†
六
ミ
リ
映
識
三
河
赫
鳳
」
來
山
守
及
田
峯
田
樂
供
覧

慶
信
氏

信
美
氏

直
勝
氏

五
月
九
目
午
後
七
時
よ
り
樂
友
會
館
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
朝
鮮
の
巫
俗
に

於
樂
友
會
館

　
西
田
直
二
郎
氏

筒
本
會
に
て
は
五
月
十
五
日
夜
に
は
大
津
布
山
中
町
樹
下
沸
肚
の

祭
禮
を
、
六
月
五
日
夜
に
は
宇
治
三
三
赫
一
の
あ
。
が
た
祭
窃
ぞ
、
隠
凹
二

十
四
日
に
は
伊
勢
別
宮
撰
三
宮
御
田
植
を
夫
々
見
淫
し
た
。

○
勺
ρ
巳
層
。
崔
2
敏
授
の
來
學

　
佛
國
支
那
學
界
の
誉
宿
と
し
て
、
將
た
敦
焼
千
墨
譜
に
於
け
る

古
書
古
文
書
の
將
來
者
と
し
て
、
英
國
の
諺
中
継
ω
8
猷
氏
と
並

ん
で
世
界
的
に
知
ら
る
る
O
亀
①
α
q
o
α
①
単
碧
8
校
画
嚢
国
巴

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
四
轍
鮒
　
　
入
七
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

蜀
。
罠
9
博
士
は
、
英
國
皇
帝
陛
下
御
成
婚
二
十
五
年
を
記
念
し
て

い
。
巳
。
昌
に
て
開
催
せ
ら
る
べ
き
東
洋
美
術
展
覧
會
誰
備
に
封
ず

る
佛
國
政
府
の
命
を
衛
み
、
本
年
六
月
中
旬
夫
人
野
瀬
來
朝
，
約

一
週
間
許
、
東
京
に
掩
留
の
後
，
山
月
十
九
臼
午
後
十
一
時
に
入

洛
せ
ら
れ
、
洛
東
三
條
蹴
上
、
九
條
田
の
日
佛
學
館
に
族
装
を
解

か
れ
た
。
京
都
帝
徳
大
酒
文
學
部
東
洋
史
研
究
室
に
於
て
は
蓮
來

の
珍
客
を
勢
ふ
べ
く
、
三
田
博
士
專
ら
衝
に
當
ら
れ
、
京
都
騨
頭

に
て
は
三
三
講
師
，
那
波
助
敏
授
等
畠
迎
へ
を
爲
し
た
。
二
十
二

日
午
後
に
は
大
畢
の
學
蜜
と
し
て
來
學
、
先
づ
本
部
総
長
室
に
て

総
長
以
下
と
挨
拶
の
交
換
あ
り
、
次
で
丈
墨
部
陳
列
館
を
訪
ひ
、
梅

原
助
敏
授
の
案
内
に
て
階
下
室
の
陣
列
品
を
三
三
し
、
次
で
同
館

貴
賓
室
に
陳
列
し
た
る
東
洋
史
研
究
室
並
に
京
大
雨
樋
圖
書
館
所

藏
の
稀
卜
書
珍
資
料
を
三
十
六
賞
観
し
弛
。
菓
洋
史
研
究
室
よ
り

は
世
界
に
誇
る
べ
き
珍
資
料
な
る
成
吉
思
汗
聖
旨
牌
を
は
じ
め
，

五
燈
清
文
鑑
、
乾
隆
銅
版
蒸
室
圖
原
版
、
宋
酒
事
逸
才
、
潤
紘
文

尼
書
等
を
塾
し
、
附
厩
圖
書
館
よ
り
は
宋
島
本
蕪
子
、
同
版
輩
一

元
醜
抽
朝
鮮
本
龍
籠
手
鑑
、
金
澤
文
藁
蕎
藏
本
白
髭
文
集
、
延
久

五
年
紗
本
盗
記
孝
景
本
紀
、
古
紗
本
藥
字
面
、
香
字
抄
、
草
稿
本
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七
経
孟
子
喜
界
融
解
等
を
列
ね
た
れ
ば
、
狩
野
、
新
村
、
朋
田
諸

　
　
　
　
　
　
け
　
り
　
ぐ

博
士
と
胸
襟
を
開
い
て
二
恩
的
談
論
風
嚢
、
教
授
本
年
五
十
九
歳

と
謂
ふ
と
錐
も
、
英
氣
盛
者
を
凌
ぎ
、
一
問
一
答
，
一
語
一
言
，

さ
す
が
は
支
那
學
の
誉
宿
た
る
を
思
は
し
め
た
。
同
日
午
後
六
時

よ
の
京
都
帝
國
大
學
、
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
の
合
同
圭
催

に
係
る
敏
授
夫
妻
招
待
會
は
京
都
ホ
テ
ル
に
て
開
か
丸
、
腔
野
、

松
本
、
小
川
、
矢
野
、
今
村
の
諸
三
舞
教
授
、
新
村
、
三
田
、
鈴
木

の
諸
教
出
獄
下
支
那
墨
驕
係
の
助
敏
授
講
師
等
約
四
拾
名
崩
席
。

松
井
総
長
の
漱
迎
の
辞
、
り
豊
9
教
授
の
感
謝
の
嚇
、
並
に
特
に

故
内
藤
博
士
を
偲
ぶ
の
僻
あ
り
、
午
後
十
時
過
散
卸
し
た
。
同
教

授
の
滞
洛
は
僅
に
六
日
間
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
東
方
文
化
動
乱
京
都

研
究
所
を
は
じ
め
と
し
，
朋
田
博
士
、
梅
原
助
敏
授
の
東
道
に
て

隻
男
蟹
舗
響
、
富
岡
家
、
崖
家
、
内
蒙
灘
響
に
就

き
て
蒐
藏
の
古
銅
器
鏡
鑑
古
紗
本
元
南
本
稀
薄
資
料
等
を
閲
魔
し

た
の
み
な
ら
す
，
大
雨
を
侵
し
て
奈
良
に
到
り
、
遍
く
古
肚
奮
刹

の
要
物
を
探
り
、
殆
ん
ぎ
席
の
暖
ま
る
暇
も
無
か
っ
た
程
で
あ
っ

た
が
、
二
十
五
日
午
前
に
は
特
に
鹿
谷
法
然
院
に
て
嘗
ま
れ
た
る

故
内
藤
博
士
一
周
忌
の
法
要
に
滲
列
し
て
遺
像
に
焼
香
。
、
誘
引
に

　
　
　
　
藥
　
　
　
三

舞
禮
さ
れ
，
・
同
日
午
後
二
時
、
須
田
博
士
等
に
見
途
ら
れ
て
京
都
、

正
出
獲
同
夜
稗
戸
出
帆
の
汽
船
で
一
路
乙
舳
へ
と
急
が
れ
た
。
碩

｛
學
の
來
學
に
一
場
の
畢
術
講
演
は
最
も
望
ま
ほ
し
き
こ
と
で
あ
っ
、

た
が
、
何
分
時
日
の
幽
棲
無
く
燧
に
壇
上
に
於
け
る
風
季
に
接
す

る
を
得
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

○
東
洋
吏
談
話
會

　
鱗
即
四
十
六
同
［
例
谷
目
　
山
ハ
n
月
二
十
八
日
（
金
）
帝
大
…
丸
山
生
集
命
開
所
。

　
　
満
洲
調
査
族
行
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綱
田
亨
教
授

　
五
月
間
＋
三
日
奉
天
養
後
，
契
丹
其
他
の
諸
活
躍
地
域
の
踏
査

と
未
詳
碑
文
の
確
認
、
新
史
料
の
瀬
見
を
主
欝
的
に
錦
縣
義
縣
朝

陽
牛
泉
熱
河
の
踏
査
を
行
ひ
、
更
に
同
行
の
小
川
秋
貞
若
城
外
山

嶺
罵
言
を
赤
峰
鳥
丹
城
調
査
に
残
し
て
、
輩
身
北
越
吉
林
を
巡
り

松
花
江
河
流
に
乗
じ
、
金
得
勝
陀
碑
研
究
簿
に
資
し
た
，
其
間
三
・

十
二
日
。
地
勢
調
査
の
上
に
は
安
緑
山
の
齪
其
他
に
就
き
多
大

の
牧
穫
が
あ
っ
た
が
、
碑
文
拓
本
の
蒐
集
に
も
得
る
所
極
め
て

多
か
っ
た
。
就
中
義
脚
の
北
魏
景
明
三
年
の
碑
の
文
中
慰
喩
□
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
む

使
の
不
明
字
が
從
來
「
契
」
と
考
へ
ら
れ
て
る
た
の
を
，
今
般
正
く

「
嚢
」
と
擶
出
し
得
た
の
は
興
味
深
く
思
っ
た
。
叉
熱
河
方
面
繊
土

　
　
　
　
　
　
第
、
二
十
巷
．
第
凶
號
，
　
八
七
七
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曾
　
　
　
報

の
線
紬
陶
器
に
游
牧
艮
の
水
入
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革
袋
を
摸
し
た
も
の
が
あ
っ
た

が
、
之
は
遊
牧
よ
り
定
住
へ
の
移
行
を
考
へ
る
上
に
重
要
な
一
材

料
で
あ
る
。

會

尺空也
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史
林
総
目
索
引
の
刊
行

　
大
正
五
年
本
誌
創
刊
測
量
課
員
諸
氏
の
不
断
の
御
援
護
に
よ
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本
號
を
以
て
第
二
十
巻
完
結
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し
ま
し
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つ
い
て
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評
議
員
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史
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目
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史
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績
史
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携
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西
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條
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携
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お
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。
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